
 

 

 

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 苦しくても仲間と共に声を掛け合っ

て、逃げ出さず頑張ることの大切さを学

びました。また、毎日水着を洗濯してく

れた親や指導してくれた先生など周り

の人に支えられて活動できていること

に気付きました。 

６年 

 しんどかったけど、やりとげることが

できてうれしかったです。練習するにつ

れて不安が無くなり、少し楽しくなりま

した。これから先つらいこともあるだろ

うけど、水泳練習のときのようにがんば

りたいです。 

６年 

 自由形の泳ぎ方や手のかき方に気を

付けて練習したら最初の測定よりタイ

ムが８秒も速くなっていました。水泳練

習を通して、あきらめずにがんばること

が大事だということが分かりました。 

              ６年 

 私は、水泳練習を通してみんなと協力

し合いながら成長することができまし

た。自分たちで必要なことを考え、意見

を出し合ってよりよい練習をし、タイム

もぐんぐん伸びました。いざというとき

の泳力もつき、練習してよかったと思い

ます。           ６年 

 きついと思う日もあったけど、あきら

めないでがんばりました。合言葉の「昨

日より今日、一歩前進」を胸にがんばり、

記録測定でタイムが速くなりうれしか

ったです。１か月よい経験になりまし

た。            ６年 

最初はいやな気持ちで水泳練習をし

ていましたが、ずっと練習しているうち

にいやな気持ちがなくなってきました。 

毎日こつこつ取り組むことが大切だと

いうことを学びました。 

６年 

 水泳練習で学んだことは、考えながら

行動することです。ただ練習するのでは

なく、腕の伸ばし方やキックの仕方など

頭でポイントを考えながら取り組むこ

とで、上達していきました。そして、努

力は実るのだと実感しました。 

６年 

 私は水泳練習を通して、仲間とのチー

ムワークを深めることができました。本

番では自分の実力を出し切り、自己ベス

トを出すことができました。全力でがん

ばってよかったなと思いました。 

６年 

 １ヶ月間の水泳練習で、苦手だった水

泳が少し好きになりました。水泳練習を

通して、一生けんめいがんばることの大

切さが分かったので、これからもいろい

ろなことを一生けん命がんばりたいで

す。            ６年 

岡田っ子通信 松前町立岡田小学校 

令和６年９月 

 感性！完成！歓声！～校内造形週間に思う～ 
                                                           図画工作科主任 大西 裕子 

  新たなものを工夫してつくりだすとき、子どもたちは「いいこと考えた！」と思わず発することがあります。

このつぶやきは、子どもたちの感性が働いている証拠です。子どもたちの豊かな感性は、制限や枠組みを取っ

払って生き生きとした作品を生み出し、昨年度のえひめこども美術展において、全学年から県入選や特選作品

が選出されるというすばらしい結果をもたらしました。 

図画工作科は、子どもたちの豊かな生活や心をつくりだす教科として重要な役割を担っています。豊かな感

性をよりいっそう働かせながら、作品つくりに励む期間が９月３日(火)からの校内造形週間です。「いいこと考

えた！」の声が多くの学級で飛び交う様子を今から想像してしまいます。そのような過程を経て出来上がった

作品との出会いが、今から待ち遠しいです。岡田っ子が豊かな感性を働かせて、作品を完成させて、喜びの歓

声を上げる時間になりますように。    

自分を大切に、みんなを大切に 
人権・同和教育主任 忽那加代子  

「人権」とは、一人一人が生まれたたときから持っている「自分らしく生きる」権利のことです。世の中に全

てが同じ人はいません。一人一人みんな違います。それぞれの違いやよさを認め合い、互いに大切な存在である

ことを意識しながら生活していくことは、心豊かな人間関係につながっていくと考えます。人権委員会では、岡

田っ子のはじける笑顔を目指して、「はっちゃんみっちゃんポスト」を設置し、友達がしてくれてうれしかったこ

とや友達のすてきな一面を、週に１回、給食時に紹介しています。１学期に放送したものを一部紹介します。 

・ ぼくがこけたときに、○○ちゃんが「大丈夫？」って言ってくれたよ。うれしかったよ。 

・ ○○ちゃんが、いつも遊びに誘ってくれます。ありがとう。大好きだよ。 

・ ○○さんが、会ったときに元気な挨拶をしてくれます。今度は、私から挨拶するね。 

最初は、学級内での内容だったものが、少しずつ学年、異学年へと広がってきました。放送で、自分が紹介さ

れたときの子どもたちのちょっぴり恥ずかしそうでうれしそうな表情を見ると、あったかい気持ちになります。

自分のよさに気付いたり、友達の大切さを再確認したりする活動として、今後も継続していきたいと思います。 

やり切った！水泳練習 


